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2る. 鉄 鋼 製

IRON AND STEEL PRODUCTS
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R立金属工常軌式志汗二(.以トロ立食屈という-)の鉄鋪一製品ほ昭和

封年度においてほ･股経済叶伸軋1鮎吐就業の繁忙化に伴い′ぷ要激

増し′i誹生また言吊兄な_【巳とした_.主流型■晶｢い,l-†鍛鋳鉄と押掛手とほ従

Iiijにウほシヒきその貼附▲1:は断然仝トミ1第一イ､Ⅰ′二を-1iめた.鉦印骨継手系の

獅牒=.--のう■㌃ノでもトレネジ継丁は一打でに_某捏でも姉川た亮用妙技-1i

朽て毎‖数守トンの′卜亜を子-ト､ているが,昭膵旧3叶･夏より発イJ♂1-､,

レイ′レニルゾも_､;一三に好詣で,34勺三比にC･よこれまた毎‖数トトンの′ふ=

要か寿,り,′卜舵も完仝に軌跡こ来ってきた.木隼度サ用相即~Jlとして

｣Lニポリエチレン骨用マレブル継手やガスメ一打≠取付金具･折詰㍑l

によるLS継手などの粕殊継手がi･:i三l二lさるべきものである

立た7ルミニウム合_食餌物の外販晶に新しくダイカスト■～ノーが加わ

､た そもそも=＼ソニにおける〆でカストほすでに-■iト川桐I112佃こIl

､■′二製γ日野ノり家し場においてソランスソし､ソクス杜と技術提携し_て気

化船の′上座を関野1したときにほし'められ､現仙~一喝～,多才■(,他ノiに

場ではl二1家型作■1古=Jにダイカスト作業を常んて守ホ),州.･i■な細掩を

机′んでいるものであj5L_ ノウり〕､る技術の苦情や_卜に､ンニリi架川1二場の外

軋ゝ-!-も.上J一門優良なことほ_､-･1然で,ダイカスト品の今後の発根か∬肌

さJLている｡

ダクタイル鋳鉄ん--や鋳鍛弧て--1もトよいよ熟ほした接仙二よ こ州

鵜に励み好一沖を博した｡

ヤスキハガネほ質ぷこともにコニ具銅でほ仝lトミ閲----イ＼■工である八郎常

設備も次々に施工されて,構造用釦,甘､宇妹川途銅も損相的相亜Ⅵ礎

勢が葉脈さカtつつあり,し､まや/

廿ている〕

忙裡に増稚のため鉱罠こ努ノJを綻

2る.1異心可鍛鋳鉄製品

2d,1.1自動車および三輪車部品

不況であったわがⅠ車l:L捏捏も1朋将3一隼度後γ以降沼気を取りもど

してきたrl■1動車業堺の矧蠍封lぎましいものがあるが,一面また競■己

旬▲もはげしくなi),【~三輪車の四輪化すなわち従来の四輪トラックと

一三輪中の小間に州1!1する2＼3t程潤縮小,または約300キロ潰睦

三輪車を,数社が新たに′ト産を開始しノ統々と新中の発

チノー

･
､ ■

L
ぎ
｣

でつ行を

堂た各メーカーほ原価の低減に最も力を注ぎ,いずれも軽競･城

川ヒを計るた裾こ材質ほもとより外観,寸法粁渡とも高皮の要求を

され-ている′う､こ,l~-ト呈企拭では多年の経験を基礎とし-て不断の研究と

卜分なる知.湘こ加えで鋳潰機械化設備の完備により､これらの要求

にこ/~二えているし.第1図ほl-■】軌中部ぷ-の一一例をホす′コ

2る.1.2 8印可鍛鋳鉄製管継手

5()隼の牒史をもつ8印=J鍛鋳鉄英明朝一~Fは,おもに門J狩川細雪~′て二

(カ､､ス骨川jのネジ込形継手として,ト=加こふいて常に第1のr＼㌔一門と

′h巌を誇っていることば周知のとおF)であるが,34佃斐にほさらに

飛躍的庖牛J星が行われ,品汽の優秀性と均一性と州まって,†l=早の

トップメーカーとしての地位を凹めることに成功Lた､-;すなわーFJそ

の/巨鹿;Jl二ほ､咋亜八千方個を上回り,日本う≠性憐晶の50鳥せほる

かにこえているし､

愉J†1も相変らず清発で,生産i-宣:の予11分近くが海外に進目し,

Gourd Brand(E3印)として.[lT:卯の数十何回で愛川されている_,

またlけi朴:i4隼履から甘蛙力ぺの攻彗耳石ナれ,相刑,い三1lノづい′りと

も,｣い一 卜/ノポーニ′ウプ1によくJ臼装一＼山リJヰ…トL′･シ･いニ～∵)進ん.トー】ノ

か~い.1､ニ要家の好.評を得ている｡
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第1図 ~≠.一二は耕形酎通トラ､ソク邦【†【'lステアリングギヤー

ハrt′シニ■ンブ,｢卜失は抑1日酎臣車用前輪ささえ,Jfは~折昭

.-いし拉卜二〉､ソクIn~′L-十ヘメ′′し÷リン ■7■､ゾニラトソl

揖2匡l柘=11向カートンポック1

(イブ:うr･吏!′丁∴上り6(1度ニー∴′【ポ,15度エ′しポ,30度ユノレポ

新一冊重としては,

のニ三縄のユノしポと,

ない畦量ブラスシー

椚4図+郁雄二∵ノス1二′--tl

いッキ∫■吊

従火の91J,45度エルボにⅧⅠえて,60.30,15度

れ_量で400占も享く,頻度的にはほとんど変りの

トユニオンか発衣された

払.1.3 a印可鍛鋳鉄製ネジ込形排水管継手仁〇印可鍛鋳鉄製

トレネジ継手｣

む印亘博難瑚鉄製Iし′羊シ･~淋~｢【L隼ヤ′.7,;要′■ノ叫仙し∴こし､エ_｣二れ=
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Ⅵ5l文IJIS B23∩3 によノー､たドレネジ綱~｢

打‡6【ズlクッカェ′レポの撲帯車l

従来の銑鉄製ドレネジ継手に比/ミて,陣く,ネジか宜し∴J耐良作

′いよいなどの頼長がふるためである.ご

‖闇鋳鉄は鋳鉄に比べ,相野〔が瓜じんなので継手の肉ルせ刊巨し

てもなお戯く このため巾二量ほ20%程度畔くなる_ 怖いことはトレ

ネジ淋丁カ㌦掴建築の作_岩場で運搬や恍邪渇するのに非榔二便利で

ある

ドレネジ継丁はハイプにネジ込んだのちiウ水かもれないためにネ

ジほ正い､形状であることが必要であるが,鋳鉄製の場合には ネ

ジ形状を.1一三しくJISB2303に規定する形状に加し【二し｣こくし､れ‖√鍛

鋳鉄製のJ場｢ナには,ねばさと加二l二性かよいので止しノい捌尺のネジを

うることができる､a帥り▲鍛鋳鉄製ドレネジ淋丁のネジ加_I二ほり頼J

ネジ切り機によ/つているので,ネジ形抑王もとより.巨11て;と伎竹と

の何度も止し･こ加i二されている

‖∫鍛鋳鉄製ドレネジほ先に偉性_Ⅰニッ=協エさによって規楕化されて1

たが,これを頂案としてui用｣二】4隼2Jj17I_lJIS B2303ネジ込形胡

貯作級~Fとして制定された lニト上側かごほすでにこのJISにエ/-,

て′巨産を行っている

8印~‖丁鍛鋳鉄闇ドレネジ継手にはJIS B2303に規定された品種

以外の排水管列に仙川される継手規も生推している.ノーー例とLてfr

所の流しの排水に佐川する合成樹脂パイプとガス符の継手に使われ

るタッカエルボを第d図にホしているか行削の寸法ほJISに準じて

設詔され,製作されたものである=ノ

2る.】14 8E口配管用コンパウンドNo.1

ネジ込配管でオネジをメネジにねじ込んだ場合,このままではメ

ネジの谷底とオネジのLL】の肌との問に,わずかながらすき間がある

ので,このら旋状につながったすき間をとおって,内部の流体かも

れることになり,またネジ部のさJつきを起すし､こカ■しを防ぐため,

一一般にほ｢J†ペンキなどか仙川されているれ･-､川の仇･錆気席剤せ凧

川することカ;望ましい二 二のr~川勺にそうエう･こ作られたのれ と)印

人間一
■
‖ 第42巻 第1弓･

弟7J又1色刷配管川∵ンハウンドNo.1かん人

配常州コン/ヾウンドNo･1で,100〇Cにふける揮発減F一極5%以卜

におさえ･さじニIl二め州およびさごご_11二め力の頗い顔料を江占入して,溢

れとさJ明朝｣卜に車越Lた効来を′J二Lている

No･1はガス,水jnを始ム′)として,--▲般配閂に広く仙川できるも

ので,500g チューブ人,1,2,301くg臨人の4種が川点されてい

2る･1･5 aEロボリエチレン管用可鍛鋳鉄製継手

ノlと近,水j王三をほじめとして行.畑而でポリエチレン骨が配偶明---･那

こ依‖されるように)ヒ/jた机 二の継手として‖√鍛銑鉄製のポリエ

チレン抑=縦丁か人きくクローズアップされてきた_ 什､h企居でほ

仁･印ホリエチレンJFlて:仙け鍛鋳鉄製継手として,すでに′=打出荷をほ

し'Jっておf).行ノ川ぅで好評を柑している

ホリエチレン1~■日嗣継手には構造的にたくさんの柏餅があるカ＼現

/Fミ製†′卜しているのは､テー/べJ(のもの6穐.つば返し式のもの2

帆 テーハコフ'ノくのもの1弧 そのほか1沌の合詔10絹類で,↑後

ともムー1純は甘粕ItナるものとノÅu〕れる

後/.ノ!ニュり,う 丁▼ノラン∴ 十~ネジ什テーハユニオン,テ

ーー′､ユニ十ン,l拍殉ノ.‡より,リハ速Lユニ∵ナン,ノネジ什テーハエ

~ニナン,ソノニュ反しフランジ

ち′～8lズ†芥稚8仁l~けリエチレン今日lい用削粗鉄製紳~F

2占.1.る 特 殊 継 手

rlJ カ'スノータ取付金具

直江止糊抹式公社では朋治隼l川い)仙l~1されてきた鉄板､111｣川･

外紹をイJ一寸るカースノー一夕を小形丁仙川巨なものに攻差するため研究
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雛9l叉1カ∵く｣一夕Jl豆=`一日よび配管州金ゾ

を縦けていたが,昭和34佃よし､め,一般家庭川 二稲の.肘′lミを′ノ三成し

たし.これほ7′しミダイカスト(処外箱,数′ん(衣~′｣ミに改められた新

形のものでその饗～.り長は小形掛1ン化にある字純一fほ1′′§,市_【fちこほ抜にな

/-,ているので』圭外や･軒卜に設f■～■亡でき,検針に非榔こ低利iこな/1た･

これに使川する継丁は日_､ヒ_金属と~相克~U心期との共同.拭附こより

舞9図のようなメータの取り付けおよび醐守=1金具を完成した

図でわかるように2偶のエルボをメータの川人仁!に合わせて恭一■言

合した構造で,メータの取り付けはユニオンナットにより簡?1領二

行うことができるし‥.また防食のたぎ〕熔融亜鉛メッキを施してあ

る〔この淋丁により従来の鉛管作二掛よたくなr)催り･三か/相場府側

窄;作業が黒施できる.

(2)新設計によるLS継丁

8印管継手のうちでLS(ロングスクリュ)ほ平行ネジをイJ■す

る伸縮可能な特殊継手であって,ガス配管関係に広く使用されて

いる､_.LSほ内,外,止ナットの三邪ぷカ､ら成り,糾合すべきガ

ス骨の狩川ネJのネジ川数に写しい11【数をイ√する､l工程ネジにより

取付けらjtている.′ したが/,て地中埋設坤ス符の途中を切断L一枝

管をflけためのチーを取付け,7†~f接絞する場合のように,ガス伴

l｣体を動かせないとき,ねじ込みのリードだけ り州L無巧刊!なく

伸びてくれるLSが,使利な骨継手として利川される､-.Ⅰ一Sの檻

史はJハ､が,最近~､ト法l裾加姉叫鋸､jを行い新形LSな設.汁した′一

寸法決定に当ってほ,現場作業の十分な朋憤に拭き~｢二車_卜さけら

れぬ-､｣･法上のばらつきに対し統計的処fll!を施してあり,むだのな

いしかもゆとりをもった､卜法に攻めてある.そのため‡∩形とほぼ

同じ膚箭であF)ながら弟】0図のように仰鮒長は大幅に相加し,従

来の配管作業上の鮎=■-Rを完仝に1玲去しf■､≠で茄要姐こ好｣沖をfし巨:い

る.｡

第11図 8仁l川悌潤滑慄

20kg/cm2ネジ込二l三形升

須121¥l凸111川■鍛鋳鉄牒
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椚10【又l耕一11LS の伸び是の椚違

2d.1.7 凸印バルブ,コック

8印/ミルブ､コックとしては,従来

8印青銅10kg/c11ュ2ネジ込~~_Lこ形弁･

凸l三rj#銅 5kg./cm2 ネジ込‡~に形一介

8和音銅101くg/cn12 ネジ込什見所･

8[11青銅 5kg/cm2ネジ込fl二切弁

8印可鍛鋳鉄製10kg/cn-2ネジ込グランドコック

8印~lt†鍛鋳鉄製10kg/cl-12ネジ込メインコック

の合封6柁が′ヒ赦されていたが,昭和34年度は可鍛 鉄製20kg/cm2

に形介の′-h埴が軌跡こ束り,201唱/c1112までの鎧鍛細いルブに代る

ものとL.て,また一介座の信顧度の高い点から低仙こおいても鋳臥

庁銅′ミルブに代って,苓方面で似川され好評を得ている｡このこに形

弁は本体,ボンネットなどに定評ある8印叶殴鋳鉄を,l甘耶主要部

占.-一にはステンレス細を似川し,弁塵にはステライトを燐着した高級

バルブで,ネジ込形とフランジ形があり,サイズはネジ込形が呼ビ

2まで,フランジ形は呼ビ100111111までで,フランジ形の呼ビ7n

第13図 8印可鍛銑鉄`製20kg/cm2

フランジ形~i､三形了【イヨーク式)

第14l※1か佃り`鍛鋳鉄製

10kg/cm2 ネジ込ブラン

ドコック(新形)
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Illm以上ほヨーク式と■な一一-,ている-

なおグラン′ドコックは新隠前払浩∴i三推され_じが,改良されたお

もなところほ,グランドの内側にグリスを.‡.拉),さび止めと潤消せ

漉させるようにLたことと,ハンドルの材門を鉄板 から1~1J鍛鋳鉄

製にし,形状を変え似､やす､てl_た′阜∴仁あろ な′i･ブコックの-′r■ラグ

け子/亡来州ミ､1‡#肘掛で渉Jろ

2る.2 高力可鍛鋳鉄製品

｣一さりJ可折紙鉄ほ部L汀一価櫓の低減,幅量化,什能のい=二などの‖的

ゾ〕/トニJ)に,ノー･い心臓度r附.iほして非常に広範州に仙川されていろこ

畔理由は高几‖√鍛鋳鉄か次び)ような早川三をも/-,ているか左でふ)ろ

(~1)+高い引張瓜さをもった鋳物であること

(2)優秀な耐凧ミ紺三をヰ)/,た鈍物でぁること

(∴う)優秀な焼人件をもった鋳物であること.

｢4)良好な被切削件をもった鋲物であること

高力吋鍛動鉄ははじめに】~rl銑の鍋物を鋳造L,二れな熱処即して

製㍊されるγ.はじめの[L†銑の糾勿を作る上程甘乱心--J鍛鋳鉄の場介

とまったく同様で,長い伝統をもった鋳造接術がそのまま′上かされ

ており,熱題胡匿凍いては〕庄代杓;一設備と完備された生涯竹雄か施さ

イしていて,鋳物の信雄則′iミミ.tき.ト誹-)て.1領､.

高力可鍛鈴蘭やづ眈摘に.rゴよJナ披れ瓜さびト例は弟1表のと′r-;り

で,引張闇さ50kg/mn-㌧以上の材料の疲れ威さほ21､261唱/nl】¶2

である:｡これは鋼材にくらべるとやや低い術であるが,切欠がつい

た場合の疲れ強さの低卜は銅材よりもはるかに少ない特長をもノ｢て

し､るため,くり返し変動亜J｣をっける強痩調品-一にも仙川されている.｢.

l▲i動車部品闇係のおもなる川迩を列挙すると,ギヤーシフトホー

ク,バルブロッカーアーム,ユニノ∴-サルジョイントヨーク,スピ

ンドルアーム,クランクシャフトなどで畏ノろ 第15,1も17図は製品

例で守,ろ

7/し

2る･3 アルミニウム合金鋳物

ニウム合金鋳物は軽量,美観,加工容易という柑′Ⅰ三ととも

に,砂型鋸貴法以タトにシュノし型,金型,ダイカスト法によって,寸

法精度の高い鋳物の冊たが~可能であり,このた堀江代産業の=ま一缶壁封-

の鈍物郡詣-として,隼々その′ぷ要が急激に増し/Jつある現況である〔

JIS H5202により鋳物川アルミニウム合金が規定さJt.こ′恒こよ

牛熱処刑1彼の~ト∴れた機桐押舟l三官主が1垢払識され,鈴掛1-j7ノしミニウ

ム｢ナ斜こたいする従来の鋳放し佐川の観念から,開放さか,俳人,

胱戻処動こよって高級鋳鉄をもしのぐ高強度の材質としての需要が

まし,この拍手からも車両そのほかの~i二要な機械部品の鋳物として似

川されるようiこなってきた｡またJIS 7種A,8イ十念(ヒドロナ

リュ岬ム′r｢勧 もその高強度,高じん性とともに,すく､､れた耐創′i三

〝)ために,郁摘川=をほじム7)一般用にも止トて槻川されつ/ニノぁる

に

ンご_

jr.､ヒ剣玉でほ,L-1動叫Ijのアルミニウム合金鋳物を中心としさ仁ノ

ー般川アルミ合金鋳物への製造態勢を逐次拡張しその一ぷ要にこた

ている｡

従来から,熱処即材を対象として,土3■｣Cという高桁度ノ_)バッチ

形熱風循環式マッフル電気抵抗か(全日動温度調整)の大形熱処理

炉を用いて,抗張力28～35kg/mm2,伸び率2～10%という高強

度,高じん性のアルミニウム合金 物の品産需要をここたえてきたれ

昭利33年12月よりダイカストマシンノを設備し′,従来の砂弘 金型釣

造とならんで,高度の遺産態勢をさらに強化した｡今後な二転金型製

作工場の整備充票とと右に,普す圭すこの種鋳造法の拡張強化が予

定さ.才Lている､｡

2る･3･1車両用鋳物部品

斧樺戸l動中の軽量化と量産に付し 7ノし
ニウム合金鋳物ほ近来

評 第42巻 第1号

第1表 毒力亘■鍛鋳鉄の引張強さおよび疲れ強さ

づl張試 験

引張強さ.伸び

(kg/

nlロー望､;･し%1

68.0 5.8

68.0 5.8

68.0 5.8

65.5 3.5

70.5 3.9

57.8 6.7

57.6 4.5

52.7 9.2

半

絞れ止さ
(-kg/mm2

23.0

23.0

23.0

26.0

24.0

21.0

22.0

21.0

奴 れ .′｢､

材 ! 切

州久比誹諜息.
0.3▲1

0.34

0.34

0.40

0.34

0.36

0.38

0.40

18,O

13.0

12.0

16,0

14.0

12.0

14.0

12.0

第15図 シ フ ト フ ォ

クこ

捌Jこ係数 りJ欠係数

1.64

2.63

3.41

2.63

2.63

2.63

2.63

2.63

1.28

1.77

1.92

1.62

1.71

1.75

1.57

1.75

第16｢受1 バル ブロ ッ カ ーアー
ム

感 触感覇愚

頂空越..F=
第17図

急速に往

ク ラ ン ク シ ャ フ ト

の鉄系糾勿に代~棒便=1されてきたが,=J二金属では,て

ニホールドインテークをほじめ苓柏〝)鋳掛鮎品を,ダイカスト,金

型鋳物.砂型鋳物で る/し造 型金
･例を第18図にホ

ナノ

7′しミニウ∴合金は熱伝哨ヰけ凝胡レり約3倍でエンジンシリンクL●

-の空冷幼リミをr二げるためにほ,二′帖二耐熱件ア′しミニウム住金鋳

物を鮎､るのか好ましノいので時々のシリンダヘッドの鋳造を行って



玖

Jイ118匡Il~【動~l｢川卜余りi14丁ノし
,′巨企新一i物･軋-■1l

し､るれ その･例として,Y;/γ企にて1毀作しンーニノ誹か巨用シりン■すヘ

ッドを舞19図にホす

2d.3.2
-｢般鏡物部品

--･般j--Ijアルミニウム鋳物としては畏莞川エンジンケース,芹純フ

レーム類などの鋳ユ㌫を口､■′二金属でほチト,ている.第20図はその一

例をホlたヰ､のでもろ

2る.4 ダクタイル鋳鉄品

ダクタイ′し鋳鉄(以卜f_)ClというJほ牛虎か榊始されてすt~ごに

10年になり,熔解法應よび鋳jご上法はまったく′友定しノて品種を続け~~･二

いる...

第2=図に】■1動車川Ⅰ)CIクランクシャフトの数倒す/Jこ~~j~ ニ｣=

のクランクシャフトは従来ほいずれも鍛造錮7日吏川されていたむの

であるが,DCIにて鋳造化することにより次のような仙∴け賜り,

作串撞に使川されるようになった

(l)座州持イ=lに詔言上ごきそ

(2)小ノ空にできる/こ琉に,巾宣二か峠減J′巨イニJ.

(ニう)屯i十1二をまさずにい州′l三を~ますことかできる二.

(4)州イいエバイブ釣込ムとするため加■1二をl堤Lない.ノ

(5)鈍j貴ふ-1でふろ仁ふゝ 加~【~二~r'裾ン∴う■こ少な∴また什上代ヰ)少な

し､

(6)ジャーナ′L舶二ほ焼人キ施さノな･:〉√:ヰj卜分な耐樺托作ろノヰ､

一,ている

(7)′加コニ件は銅材よりも良好でふる;

l一二1動中川カムシャフトにも1)CIかよくく川いらノ4しる_∴れも鍛芯

銅にかわって,鋳造化されたもので毒､り,.断碑釣造ぶであるために

加=二矧よ大【p両こ低減さJしるとともに,カムl伸二ほ机材のままで甜.-?】

波表面焼入が施されているため,l軋摩純性がき｣高~)て良なrである._ン

ーカム断面の表Ir納'と人)†ノミ況の例を舞22図に/jミす

スプロケ､ソトホr【ノしべ⊃エアーホイスト部.■一▲-一にヰ)瓜甘上Jょこト伯仲

相性の増大のために1.)Clか媒川されて杵~評を卜らtしてし､る.

このほかに抽こ耐惟柑･′i三を必要とする用品-1につい~ては,.iJノほ王な子｣二

■〕たもの,またl耐熱什を要求とする用=,-パ･二はシリコン合イl`;Ⅰ与せ■呈`才一

T_ノた耐熱71ラ1)CIの′巨祀を子-ト,~こいる

2d.5 鋳 鋼 品

2る.5.1 自動車三輪車部品

故ユ心二i動車は輸送能力のいJ卜のトノ)人形化､小粘i二化い机向上なり

また--ユノノ従来のトラ､ソクと二輪車の■H抑的な1州釦巨か′卜Jtろとと一i)

に松二く輸小も符裾1-凄針-〕てT裏†′崗璃恒)た.

【■津川モ,__三輪小J■舅三晶エー一一般に洒肉小物.■ん小多し
′1･外机､ト法帖なけ

ヰ.とより材矧rl(Jにも強じんなものか要求さ′才しr･ソいるノlトン倒かご･は

これに十分応⊥うるよう鋳j㌫より検査に坐る十分な:1用㍍別称樟完備

量用言I Y合金製_J

汀

イタコり】又l鷺発･~】

い･例

ニ:1ノ‡21卜くIl■-†刺車J‖r)Clク･フン′クニr守∴ノト

部ふ■｣

第22図 カ ム 断 面 の 焼 人 状 況

さJし~･:いる 第23図に保′払■鋸ん■-である梢殊釣都闇ヰ前車帖休を′Jミ

す.∫

2る.5.2 電 機 部 品

【ト王′二企摘製低根豪戯銅製`i闘う酎砧1■■--は導級ヰけ､す､く､'れていることで

】【--くから好評を得て_㌢Jり,:う4隼度≠骨律錯l描lを多数製造Lた..策24

図55OkWMGHIコ,-クけ外径1.285111m仕_1二重量1.120kg のj(

玖Ⅰ.1でぁろ.

2d-5.3 車両用部品

正中恒l押用巨のい勺卜に伴い部品にも厳桁な件県小虻成されるよう

にな･--Jたが,二とJtぞjlグ)=的に応⊥たル膵甜鋸炬里l;■ゝ7-を′ヒ産L好評
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を得ている_J第25図は姑近製作したものの 一例である.二.
2る.5.4 圧延概部品

圧延機用部品としてロールスタンド,ロールチヨックを′巨舵Lて

いる｡弟2る図はその一一例である､

2る.5.5 ガス配管部品

ガス既設管より新Lく分岐配骨する場乱.従来ほカスを止めて作

を行っていたが,弟27図のサービスティーはガスの供給を樟止す

ることなく配管するための部品で特に熔接性がすぐれた薄肉鋳鋼ムー1

である｡

2る.5.る 高弓長力鋳鋼

高張力鋳鋼ほ薄肉で耳汗1二が軽く,し/かも■鮎班度を存する特殊鋳鋼

であり,最近行方l雨で広く他州されるようになった.口ニー卓二製作所水

戸工場では N.B.C.⊥主造船部より高 力鋳鋼のパイプコネクショ

ンを受注したっ この鋳鋼品は港湾などの泥†二を吸Ⅰ二げて遠ノルこ捨て

るしゅんせつ船の泥-Ⅰ二吸卜げおよび吐出し川パイプをささえるはし

げたの交叉部に川いられるものである｡ほしげたはT-1鋼の/くイ

プを熔接して作るのである′･このため軽くて強度ほ高く,しかも糾

立の際パイプを熔接するので,じん性および熔接性のよいことが必

要で,非常にむずかい､村里壬である.- これらの性汽を満足させるた

め種々の実験をおこなった納札NiCrMoMn系の低合金鋳鋼を川

いることにしたくこ それの機種的･卜1ヒ矧よ第2表に′Jミすように規隋を定

が)た｡ 接性およびじん性を増すため根素冶≠二はできるだけ低11を

ねらった｡

パイプコネクションほその名の示すように/ヾイブの交叉部に用ぃ

られるもので,弟28図にその形状の一例をホす これらのノミイフの

関係位置ほ非常に正確なことが必要であーフ,また鋳勾勿の囚削および

表面欠陥のないことを確かめるため,7一線検企,磁気探傷検査および

染色渉透探傷検査を必要とした｡このため鋳造ノブ案に際し.てはプルJ

性i疑問を促 するため,パイプ内径に十分 肉をつけ,架およJき

れつの防止に万全を期した⊥ また鋳物砂および以Il,順光を十分検

討し,砂食防止の対策をおこなった.二 本材矧土熱処f嘲こよってはし

めて良好な性質が得られるものであり,最初~庸JIIL度の拡散焼鈍をお

こない,ふたたび 入温檻に加熱,噴寄冷却L,適､侶止度で焼Jノさす

ことによって微紳均一一なソルバイト組織となり,第2表に′Jミすよう

に規格を満足する値がえられた

上記のように慎重な作業によ/〕て,ほとんど熔接補修を子J二j)ない

優秀な鋳鋼品を製作することができ,今後の高張力鋳鋼品の肋瀦笹

拡大を期待している..

2占.d 鍛 鋼 晶

近年奪権産業は著しい発展を続けているが,廿立製作所において

もこれら産業用各種機器の製造は多忙をきわめ,これに要する行種

鍛銅品ほ,記録的な生産が行われている.火力発電関係では,

125,000,175,000kWの大形陸川タービン,発電機=の行稚鍛銅ふ■t

を製 した二.弟29図に125,000kW-高圧タービンロータシャフトを

示す｡

-･-･力水力発電関係でほ,水車｣州】,発電機柚などを多数製㍊Lた

なかでも九州電力株式会社諸塚揚水発電所川ホンフシャフト舞30

図は,一部分鼓形をした粕殊形状の鍛銅品で高度の鍛造技硝甘要求

され,使用鋼塊も70tという大形の鍛錮-1J､である

また上記揚水ポンプのこ-ドルバルブ,スピンド′し(弟31図)は

13%Crステンレス銅であるが什卜重量5.4tでステンレ不鋼鍛ぷ誹-

としてほわが国最大の記録品である

これら人物.加･お昔塊においては,-l.げ〔の向上をほかりわか1現止人

の真空鋳造装描■壬を川い,偵屯な作ばと入念な検査を子｣こ一)たれ いす

れも優秀な成果をおさめることができた

評 第42巷 第1号

肌231判 卜叫怖い車 圧=Jり 車･軸 休

弟24】ズl〃‖【二小の550kW′■は勃発ノf一封登用ヨーク

ち′ぎ251て†交巾両川`■に′く(機【某==‖ギヤーケース

Ⅵ26卜くl.Jト位相川口ーノL
チ∵コ ック

ち′‡27l又Ⅰガス配う†=サー

ヒ■ステイー

弟2去+材 料
一式

欺J史 構 お よ び 収

試i

扶張ノノ 降伏1‡一こ
規椿･kg/Ⅰュつ1t12′･:kg/mTllビ

r｢989

ヽ′ 6

Y 27

22.4 58.7

24.0 58.7

24.0 58.7

〃】こ
､

.9
1

只U13.

10.5

良

J＼

㌧･モ

また船舶l対係では.ラダーストック,推進側,小間軸などを牒灘

製㍊したか,いずれも良好な成潰を柑ている_ 二のほか鍛㌫耶品で

は,車両=1芥挿榊軋 ノ_一三延機=~人形ギヤ,ピニオン,ローラ,スピ
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ント/し､鍛造用肴種人形型鋼,ダイカスト用およびプラスチック川

型鋼,江縮機川クランクシヤフ】､､などがあげられる

iI立金属安

2る.7 特 殊 鋼

工場では砂鉄系.損料鉄を備にした高級特殊毒臥 こと

に-㌦速度錘,ダイス王楓 匁物銅そのほかの二~r二見銅を~†三体とL,さら

にl■l動･1(,航空機,舶用などの機械構造用合金鋼や耐熱鋼,ステン

レス銅の′巨艦のほか二次加1ニー＼Jlを製造している

なお絶えざる研究によりん-1汽の改良,新闇ぶげ哺ほ頼11夜努ノ｣し

ている._.

次i･こ昭和34牛皮において,闘発された製んほたほ,j`J鎚〔1昭紬-1の一一

都をここに紹介する_.

2d.7.1軽量形鋼ロール

最近酪l■;二形鋼の冷l朴成形托娃によるFlち:離化が晋及しばしめ,怖…lミニ

形鋼ロールのぶ要が急椚LつつあるIi_､上金属でほこれにこたえ34

隼来SIJD釧(SKDllに州､【1)による目口ール0)製㍊剥片一紙L.

.:でt二製鉄株よ会芋=川崎製鉄鳳l-_1本銅管保Jモヱミ往などに吋し.すでに

卜数セットを送り目している ロー′しけ稲畑はl軒溝形鋼JIJリッナ溝

形鋼用,車晶:Z形鋼川など多種多梢で,その人いさは1佃数lくgか

♭日数トキログラムにわたノー,ている__.このS Ll)銅ほ砂鉄系原料鉄

を配合しで熔製され,製品こ止こじて過､■･1な人きさの銅塊を川い,す

え込みおよび鍛仲による鍛〕貴を子-j二い,完仝焼鈍を施してロール素材

とざれる__本ロールの熱処理および機構加⊥点かなり困難を伴うか,

適正なる焼人条件の選克と,鋸返し炊Jパなどの施子｣二による組織のノ安

定化と,告刑的な切削および研摩作美による什卜りの均門化をii■一卜､

ている._ 舞32図は軽溝形鋼ロールの 一例を′j三したものである′

2る.7.2 継ぎ目なし鋼管製造用大形マンドレル

N製鉄所では熱間穿孔した素符をピルガー圧延機により,鮎紬こ

-ノンドレルを入れ成形して継ぎ11なし鋼帯を製㍊している.､.二.才=･こ

他用するマンドレルは素閂Ⅵll■甜..Lと,かみ込み吋の狛牒と,素Jr;て;の変

形応~ノ｣の:稚の非常にきびしい条件にl耐えなければならない [1_､■く

企蟻でほ従来より抑‖～そのほかに仙川する矧~Ⅲ加l川1事:共を作製きし.

て好成緋をおさムー〕ている机 これらの患Iiリとにノ.∈いてピ′しガ一口ール

川マンドレルの試作を行いN隠鉄所に納人した.r7ンドレルほ仕上

､j一法で律が約260f),1壬さ約3･8n-,巾二;l摘勺1.5t の人形虻㍑.】lで,

10B SGP製造川に他日する_.砂鉄系原料鉄を川いて熔製した人

形銅塊なプレス,ハンマにより鍛†lr】,枕人焼涙を打ったのち,什上

げ機械加l二を子ト,た_ 第33図(.川二卜げた人J杉マンドレルを′jミす

納入後け軋榔紆貼･.川三常に良友十ご理J｣以卜二の性櫨■を一徹11江_,什楳

をt･廿満足することができた_､

2る.7.3 安全カミソリ替刃用高炭素高クロームステンレス鋼

従来′友♪剃ノJ柿.双川村としてその人多数は炭素_1二j-も銅を仙川Lて

ムり.=上兼層安火r二場に二Fゴいても,砂鉄系瀕昔一鉄100.%をも′-1て

製造せる~高級根素~1~二具銅による仲兄用材"KK''を製㌫しており,

品汽,切味ともに斯卯の好評を悼Lている∴ 混作ステンレス鋼によ

る棒匁の農道が増しており,その切味,耐久作ともすぐれているの

でl__l立動感においても,市振嵐;-Jfクロームステンレス鋼による棒匁

材のふに作を完成L,その製ぷ方式を椎よした

製造~r二程を弟34図にホす._ 棒匁材の製造には伸匁製造工程を考

慮にいれ入念な什上と精熔をおこな/)ている..挿匁材を弟35図に

′Jモす.棒匁の切味,耐久力ほ熱処州.■‖L度に/.ミイfされることが多く,
か

hい又〓肌

､
-

娩 ぎた場合,耐久力が低~トサるといわれている

"KK'㌧札場合娩人肌度ほ8000CでMHV830程度であるれ

l高クロームステンレス銅でほ1,1000C焼入でMHV75鴨場で
ふり ‥KK‖に出しノト点こり快い′バ,て毀▲-■■ムとLで来際に仲川さ一･=る際

は､MHV7PO＼7二10になるくらいに焼成をして.抑軋 L■ん†牛

ーーーーーーー･-,175

那28図/こイソコネクション外観

使用鋼塊 521

黒皮ホ宣:28t

デスク佳1,1501T】Ill

封`ア(Cl~-Mo-Ⅴ鋼

仝 上之7,000nllュ1

わ′‡29】又I125,000lくWr出川ニタービンロータシャフト

便川鍋塊 701

月三枝重鼠 40t

り 円 SIJ55

第30図 ポ ン プ シ ャ フト

使川鋼塊141

賞与伎垂:~丘 8.5t

~ノラソジ楼 850mrn

材 質13%Cr.ステンレス鋼

軸 径 500¢rnm

仝 夫 500Omnュ

節31l冥l揚水ホンフ~川ニードルバ′レプ,スピンドル

耐久~力ともにすぐれた性門をもたせるし1焼入温度と硬度の関係を弟

3d図にホすく-.

これら剃刀材ほ域咋剃ノJメーカーで 続的に打抜加工さ

炉で娩人,娩反されたのち醸沈上程をへて表面研摩される= 各メー

カーほこの表i妬こr■l社のトレードマークを印刷し,さらに取付の仕
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上研摩かはどこされて矧～-iIとなる(二.

廿卜高根豪釦胴明月 ■`KK-､ほインド,メキシコ,アルセンチン､

~ブラジルなどで姑評を博しているが､ニれと同様:ニ高捉素烏けロー

ムステンレス牒射咋双材項毎む洩るIiもう十h､でふ/二j･1

2る･7･4 メタルバンドソー用ミカキ帯鋼

従来金崗切削川効目エ,ハンドソーやハ､ソクソ一ノ宮使用され､H宣

金属におし･てもこれら餌場川村として,′ノそ素二l牒灘L 特殊L具紬

高速皮銅などを蔑見し蛸悌の畑評を得ている 甘卜しり制作闘巨キミの

けl二,り硝煩か率の丹ノ(,机牢湖削などのため,メタノン/ミントソーの

値川か急渕に増加し,これにともない,カ､ン･1一寸ソ川舗ソ∴ こ｣ンク

ーてシン日銀匁の'ぷ払う､ミ増ノ(しノた

メタルバンドソー材とLて要求さjtるす′ほ〔には胱人吐血し~ん什,

耐閥軋∴軋■針l三などか優秀でふる二Lか必･要であl),安来⊥場にお

いても,これら希望される.掛性飢を湖尻づせるユうな製㍊ノノ式を舵

_立L,こF-1二産をぉこなっている
メタル/ミントソー川ミガキ招釦闇造に_､Lト て(よ砂鉄系肛料鉄を配

合した甘､宇殊成分のJ;■?1練炭嘉納(_lrMBl)特殊l二具銅(Y八4B2､)

(YMB3),高速度創(二YXⅣ■IIJな用い,第37図のように嘉材フ

ープより焼鈍,冷問圧延の級返しをおこない,炭化物の球状化粒度

の調整を子ト1たもので鼠,る メタノしバントソー=

､j◆法を弟3表にホす..

ガキ描錮の棋準

メタルバンドソー川村としてほ娩人件の良好なことはいうまでも

なく,匁先r'7;ニの焼処州糾弧 拙かこより耐僻性,切味など/1ニイfさjt

るものであり,遊離セメンタイトノン■ミある適､Llな人さで域†J:したはあ

い,切昧,耐久ノ｣ともに良好とされてわり,J】最射頭皮,組織をとる

宥亨:う2【ズ!車て‡ル 銅 ロ ーー

ノL(親､'.′〉

ち′[ニう:~i卜く†人什;て ン ト

詳 第′12巷 第1号

一さ二ポーの熱処理条件の遺品こご,使用釦胴と,鋸匁熱処理設備とを勘
粟†て決㍍した･廿れはならなし

ノ々ノL∴ント､ソー材とし∵変成さ′†しる｣iかの条件に熔接性が良好

左る二⊥か必要で､テスト小結架,熔撞電兼劇場バふ亮杵昭一大きい

吊封一卜(l rミ7川と素話一-クートー~ノ･テンレス鋼け軋むt二戸上

1′テ:娼卜く!l㍍㌫嘉高ク｢-ムステンレス鋼~持刃材

1
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叫
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口
ト
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′澗ク
イ揖7 土笛

′ご乙打′好紺
インニ1つ

摩 人 言冨.箕(℃)

イ!∴捕巨q･焼∴㌧晶lヒ

■･-つ′つ

り･■⊥.レ

硬l悲 と･り照一Jf京

ト 1-.1-[__

ニTi:i7卜く盲′ シ･こ ∴ノト ′-一川ミ ブノ､キ′甘鋼の製造.1二仏工
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ポー名:アリケ㌧一夕㌧-｢∴/ソ川､l(匁･ンヤーー

材FF:CRI,{高C-Cr系介金銅二)

十法:75×28x350J

第39図 冷問斬断に川いられるヤ刃シヤー

ことノ小望まし.(､熔接後わずか数秒間の娩銅主より,折曲げ仙,抗

張ノ｣ともに匁t勅1Fjの素材値にまさる数的をホし,きわめて熔接帖相

良好であるしJ

弟38図にメ タ′いミントソL 用ミガ十指鈍か〔)製作さJ′したか､ノト

･オフ川鋸匁､をホすれ 国l勺各メーカーともきそって弊社の材料を仙

川し,スウェーデン材に匹敵すると好評を博しているし､

2る.7.5 シャープレードの製造

銅片,銅板などを熱閉または冷間で卓ウ1鞘｣-るシヤー材料としノてほ

･般的に弥塵,じん性,耐

としてl軋暦柾性,じん性に

相性が要求される｡制主唱ケ断匁にほ｣三

点がおかれ薄板川には~高 C--Cr銅系

(CRL)が,中板,厚板mにはCr-Mo-･V銅系(SLD,SCD)など

の合金二L具細が用いられる｡熱間勇断匁ほ耐摩耗性,じん性のほか

に熱問強度,操適し加熱に対する疲労･抵抗,高温軟化抵抗などがす

ぐれた材質が望まLく Cr-W-Mo,Ni-Cr-W,Cr-W 銅系などの

合金二l二具鋼が似川されている｡
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品名:サイドトリーて-川丸刃シヤー

材門:SLDしCr-Mo-Ⅴ系介金銅1

寸法ニ 508†うX168ゥ1×63.5t

第40l冥1冷ri=りカ晰に糾いられるJL刃シヤー

第3表 1タ/Lノミンドソー川 ガキ帯鋼標準寸法

カ ッ ト オ フ 川

ノウ.さ り11nll 幅 t..mml

0.82

l∴‖､･

∩,9n

n.!In

19.30

25.′1n

､.._- い

5n.rl(l

コ ン タ ー

マ シ ン 川

厚 さ しnlnい

n.635

0.635

().635

り.635

0.635

0.635

0.635

().635

0.82

幅 しITlIll､1

1.70

2.70

3.25

5.25

6.75

8.30

9.80

12.80

16.30

饗▲､1‡に木炭で還元し.た砂鉄系原料鉄から造られた帖殊鋼ほこの種シ

ャーとして通過の性能を備えており,加えて高度の製鋼,鍛造,熱

処理点らびに級械加_l:技術と歳 の設備忙よって用 に適応したシ

ヤーを製作し,国内の′J一按先はもちろんのこと遠くスペインなど海

外に圃川=ノ好評を侍している｡Ll立金属で製作している代表的な平

規シヤーおよび九匁シヤーを弟39,40図に示す｡

昭和34年度における日立金属工業株式会社の社外講演の成果

12 34/1

昭和34年度における日立金属工業株式会社の社外寄稿の成果
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(昭和33年11月～昭和34年10月)




